
ていきしゅう

関車のように発・変電所の設備や架線が不要なので ， Ji'電化区 スケーフ' f{üをしゅう(抱)動するため，動作かんと鎖錠かんは静

聞に直ちに入線可能な大きな利点がある。 11:している。

また蒸気機関車に比較して燃料費が安< ，かつ機関車の運用 3 中間(転換)

効率もはるかに高い。また.ガソリ γ機関車に比較すると熱効 鎖錠かんを解錠後，転換ローラが動作かんを右方に動かす状

率が高く ，燃料が軽打Iiで あるため燃料費が安く ，引火等の危険 態を示す。この場合力ムパーはローラが円周上を通るので J抑止

がなく取銭上安易である。 してレる。

また ， ガスタービ γ機関車に比較しても，現時点では熱効率 4 鎖錠開始

が良く ， fflí分負荷の燃料消費量がJI 1.\'に少な L 、写の利点、がある 転換ローラが動作かんのエスケープ面に入ろうとしていると

ため，今後の動力車として大レに発展が即i待されている。 ころを示している。すなわち動作かんと鎖錠かんは反位となっ

(大瀧鉄雄) て停止しており，鎖錠かんの切欠けに鎖錠こま (駒)が入ろうと

テーがたてんきてんてっき T形・気転てつ後 新幹 している状態である。

線の分岐総転換のため， T形'屯%も、てつ機が新し く 製作さ れた。 5 反 位

:芋 tl T 形~l1 Ä転てつ機

i'E来の電気転、てつ機と央なる と ころは

川 動作かん (栂)の動 ('1 がレーノレと、ドfj とな っ ている。

(2) 転換力をWt大 し た。

(3) 差込み鎖、錠カ・んを J ，-革}]('VCí'烏$.11錠方式と し た。

(4) 鎖錠かん 一一一~

の動ねに よ り T

-1 , T-2 , T-3 

T-4，に分 け ら

れてい る 。

電動機 111立巻形 4 鰍電動機で，定的は交流 50 - 60c/s ， WHI 

105V であ る 。

性!J御継屯:l;，は ， 差込み形イヨ帳 2 f立磁気保持形で， 定的 1 1I((流

24V , 120mA とな っ て L 、る 。

転換力を大き 起動電流| 柿崎刑制 |寸ベ り電l 転換力 |逆転'，1ì流
く するため，歯 <A) I 定柿 1 80% I流 ωI (kg) ! 仇)

Iド比を変えてし、 I 8 I 13: 10 1 蜘→ 1000 1 13 

る。このため電 20以下 I 10 I -I 12 I 蜘 |

動機は変わらな 卜一 |一| 締切り 」一l側 1
L 、が，転換H年分がl日形にl十 し 2 秒紅l立仲びてい る 。

転換動的 につレては次のと お り で あ る 。

転換(:I<jlli.のローラは定位より bH立のnn にが) 210}主 1"1転する 。

1 定位

転換ロー ラ は動作かんのエスケー プ前Iにあり ， カムパ ーは動

作かんおよび鎖錠かんを完全に鎖錠して L 、る状態で ある。

2 f<i'1~;i' (転換始め)

電動機が|団事ムす る と ， フリ" -/ ョ"/ !/ラ ッチ ・ '-1 ' 間(:I<jJ!iを終

て転換歯*がlI.fJけi1 " J に 1"1 転、し，転換 ロ ー ラは動1'1・かんのエ λ

ケープ面にあり，なお もエスケープ而を進行中にカムパーは!fiJJ

かされ，鎖錠かんを解錠する。

回路制御山は'1"立の状態となり，転換ローラ 11動作かんのエ

転換ローラが動('1 かんのエ スケ ー プ耐をしゅう動中にカムパ

ー を右方に動作させ，カムパーの鎖錠こまにより鎖錠かんを鎖、

錠する。鎖錠かんが完全に鎖錠されると，回路;1ilJ御器は反{立に

転換 さ れ，電動機l'可路をしゃ断し， 反位側の表示後点を構成す

る。以後転換ローラは， t有性によって動作かんのエスケープ面

を進行 し ， 緩衝スプリ γ グア ーム に当た って停止する。

T形電気転ず「機転換動作

1.定位

2 解錠(転換始)

4 鎖錠開始

。

。

hdlL !J ‘ ら lËf立への五!J(下 11，似換ローラが反lI.ÿ，ìI式に回転し，

上記と I ，;J じ動作をする。(日暮重別)

ていきしゅうぜんほうしき 定期修結方式 (英) perio同

dical repair system 軌道の保守方式の一つで，随時修繕方式


